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第４　添付書類　６　告訴人によるオシロスコープを利用した被告訴人が使用している
送信電磁波の証明
オシロスコープを利用した電磁波の測定
測定機器
１．カラー・デジタル・オシロスコープ
IWATSU　DS-5102
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２．プローブ
IWATSU　SS-0112
1:1のとき
入力RC　：　1MΩ//200pF　　減衰比　：　1:1±1%以内　　

プローブ本体の周波数帯域幅　：　DC～6MHz　±　3dB
入力耐圧　：　オシロスコープの入力耐圧で制限されます。
最大　500V　(DC+AC peak)
10:1のとき
入力RC　：　10MΩ±2%　//22pF±3pF　　減衰比　：　10:1±3%以内
プローブ本体の周波数帯域幅　：　DC～60MHz　±　3dB
入力耐圧　：　600V　(DC+AC peak)
波形補償可能な入力容量　：　10～45pF
注　：　1MHz以上の周波数では入力耐圧は低下します。
３．デジタル マルチテスター
株式会社　カスタム
KM-320N
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４．測定使用、ウレタン線（UEW）
　　別紙　１　参照
５．受信電磁波増幅用パワーアンプ
　　別紙　２　参照
機器操作方法・参考資料
・ウレタン線（UEW）・エナメル線を利用した電磁波の測定方法
　　別紙　３　参照
・オシロスコープの測定手順
　　別紙　４　参照
・コードレスフォンを利用した
オシロスコープでの電磁波測定の確認
　　別紙　５　参照
測定
１．オシロスコープのプローブの先端を
結線しただけの測定
　　別紙　６　参照
２．オシロスコープに検知コイルとして
ウレタン（UEW）線を
繋いだ場合の測定
　　別紙　７　参照
３．オシロスコープと検知コイルの間に
増幅用のパワーアンプを
接続した場合の測定
　　別紙　８　参照
測定結果
１．オシロスコープのプローブの先端を
結線しただけの測定
　　別紙　９　参照
２．オシロスコープに検知コイルとして
ウレタン（UEW）線を
繋いだ場合の測定

　　別紙　１０　参照
３．オシロスコープと検知コイルの間に
増幅用のパワーアンプを
接続した場合の測定
　　別紙　１１　参照
部屋図　：　測定環境
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